
Senpai本社・事務部／入社3年目

東
海
運
だ
か
ら
こ
そ
成
し
得
る
「
企
画
力
」
と

「
提
案
力
」
で
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る

　
「
物
流
」
と
聞
い
て
多
く
の
人
が
イ
メ
ー
ジ
す
る

の
は
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
レ
ー
ラ
ー
で
運
ぶ
陸
上
輸
送

と
、
船
で
運
ぶ
海
上
輸
送
だ
ろ
う
。
東
海
運
で
は
そ

れ
ら
に
加
え
、
多
様
な
物
品
を
大
量
か
つ
安
全
に
保

管
す
る
倉
庫
業
、
さ
ら
に
貿
易
取
引
で
必
ず
必
要
と

な
る
通
関
業
ま
で
、
物
流
に
関
わ
る
一
連
の
業
務
を

行
う
総
合
物
流
企
業
だ
。
徳
島
県
内
で
こ
の
規
模
の

物
流
を
一
手
に
担
う
会
社
は
珍
し
く
、
物
流
の
す
べ

て
を
学
べ
る
環
境
が
あ
る
。
ま
た
、
遠
距
離
輸
送
の

場
合
に
は
、
陸
上
・
海
上
輸
送
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た

新
輸
送
シ
ス
テ
ム
「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
」
を
提
案
し
、

長
時
間
労
働
の
削
減
や
環
境
負
荷
低
減
、
災
害
時
の

B
C
P
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
物
流
は
単
に

モ
ノ
を
運
ぶ
だ
け
で
は
な
い
。
東
海
運
が
目
指
す
の

は
、
よ
り
良
い
提
案
で
お
客
さ
ま
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
高

め
る
こ
と
だ
。
多
岐
に
わ
た
る
物
流
の
ハ
ー
ド
面
と
、

商
品
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
I
T
活
用
、
そ
し
て
豊

か
な
想
像
力
と
総
合
力
を
か
け
合
わ
せ
、
お
客
さ
ま

の
想
像
を
超
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
て
い
る
。

企
業
と
し
て
の
高
み
を
目
指
す
と
と
も
に

部
門
間
の
繋
が
り
も
大
切
に

　
2
0
2
2
年
7
月
に
代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
粟

飯
原
社
長
は
、
東
海
運
の
質
の
高
い
物
流
を
唯
一
無

二
の
も
の
に
し
て
「
選
ば
れ
る
会
社
」
と
な
る
た
め

に
会
社
の
信
頼
づ
く
り
、
信
用
づ
く
り
に
真
摯
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
事
故
ゼ
ロ
企
業
を
目
指

す
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
左
巻
き
込
み
事
故
を

社
長
も
若
手
も
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が

「
東
」
の
物
流
を
守
る
主
役

　
「
徳
島
で
い
な
が
ら
日
本
を
飛
び
越
え
て
、
世
界

と
繋
が
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
や

り
が
い
を
感
じ
る
」
と
話
す
の
は
、
入
社
2
年
目
を

迎
え
る
仲
須
大
晟
さ
ん
（
24
歳
）。
仲
須
さ
ん
は
同
社

の
東
亞
合
成 

事
業
部
で
、
メ
ー
カ
ー
と
船
主
や
配
車

担
当
と
の
間
で
ス
ム
ー
ズ
な
物
流
を
す
る
た
め
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
業
務
に
励
ん
で
い
る
。
荷
物
の

積
込
み
、
船
の
入
港
・
出
港
時
間
の
打
合
せ
、
お
客

さ
ま
の
要
望
に
合
わ
せ
た
提
案
な
ど
、
輸
出
入
の
最

前
線
と
な
る
業
務
も
任
さ
れ
て
い
る
。
専
門
の
知
識

や
資
格
も
必
要
だ
が
、
も
っ
と
大
事
な
の
は
「
前
向

き
さ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
と
、
採
用
担
当

の
中
野
部
長
は
言
う
。
仲
須
さ
ん
に
は
そ
の
両
方
が

備
わ
り
、
先
輩
た
ち
の
背
中
を
見
て
日
々
成
長
し
て

い
る
。
仲
須
さ
ん
と
同
じ
部
署
で
働
く
の
は
、
1
年

先
輩
の
増
井
七
美
さ
ん
（
25
歳
）。
神
戸
で
国
際
貿
易

関
係
の
会
社
に
勤
め
る
お
兄
さ
ん
の
影
響
か
ら
、
物

流
の
仕
事
を
身
近
に
感
じ
、
大
学
卒
業
後
は
徳
島
へ

U
タ
ー
ン
し
て
東
海
運
に
入
社
し
た
。
国
家
資
格
で

あ
る
運
行
管
理
者
を
取
得
し
、
安
全
で
確
実
な
輸
送

を
行
う
た
め
に
現
場
メ
ン
バ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
ま
た
、
増
井
さ
ん
の
同
期
の
花
住
咲
愛
さ
ん

（
25
歳
）
は
、
本
社
で
総
務
・
経
理
を
担
当
。
会
社
の

雰
囲
気
づ
く
り
を
第
一
に
考
え
、
会
社
の
窓
口
と
し

て
い
つ
も
明
る
く
お
客
さ
ま
を
お
出
迎
え
す
る
。
そ

ん
な
若
手
社
員
た
ち
と
フ
ラ
ン
ク
に
接
す
る
粟
飯
原

社
長
も
40
歳
と
、
経
営
者
と
し
て
は
若
い
。
若
手
経

営
者
と
若
い
社
員
た
ち
が
「
物
流
」
と
い
う
大
き
な

舞
台
で
、
自
分
の
役
割
を
果
た
し
て
活
き
活
き
と
働

い
て
い
る
。
東
海
運
の
今
後
の
飛
躍
が
楽
し
み
だ
。

増井 七美さん

徳島にいながら世界と繋がる「物流のプロ」へ！
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東海運 株式会社

東亞合成事業部／入社2年目

社内

相関図 若手は各業務場所に点在しているが、なかにはプライベートも一
緒に過ごす先輩・後輩、同期もいるほど仲が良い。仲須さんは、天
満主任（31歳）の仕事ぶりをみながら自身の足りない部分を改善
しているという。

タンクローリーの配車
業務を担当。年上の
運転手さんや作業員
さんと円滑なコミュニ
ケーションを築いてい
る天満主任の仕事の
進め方を、仲須さんは
常に見て学んでいる。

東海運の若手メンバー

仲須さんは総合職、増井さんと花住さんは一般職で入社。それぞれのキャ
リアアップに合わせた環境があるのも東海運の魅力だ。

防
止
す
る
た
め
に
社
員
へ
の
安
全
教
育
は
も
ち
ろ

ん
、
ハ
ー
ド
へ
の
投
資
も
惜
し
ま
ず
、
い
ち
早
く
シ

ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
行
い
、
未
然
に
事
故
を
防
ぐ

こ
と
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
各
部
門
間
で
内
部
監

査
や
業
務
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
定
期
的
に
設
け
、
若

手
か
ら
中
堅
、
幹
部
ま
で
社
員
同
士
が
自
分
事
と
し

て
お
互
い
の
業
務
を
高
め
合
う
仕
組
み
を
作
っ
た
。

こ
の
制
度
に
は
他
部
門
と
の
連
携
や
交
流
を
図
る
目

的
も
含
ま
れ
て
い
る
。
徳
島
県
内
だ
け
で
も
業
務
場

所
が
10
カ
所
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仕
事
を

通
し
て
交
流
の
場
を
設
け
、
社
員
同
士
が
お
互
い
の

業
務
を
知
る
こ
と
で
横
の
繋
が
り
も
強
く
な
り
、
有

機
的
な
組
織
へ
と
成
長
し
て
い
る
。

東海運 株式会社

DATA

設　　立 

代表者名

住　　所

営業時間

休　　日

事業内容

支 店 等

1956年6月

代表取締役社長　粟飯原 啓知郎

徳島県徳島市川内町平石流通団
地63

8:00～17:30

日曜・祝日、土曜は当番制

総合物流業（海上輸送・陸上輸
送・倉庫業・通関業・国際物流 他）

東京、大分、高松営業所、及び県
内10事業所

募集職種

勤務場所

勤務時間

休日・休暇

昇給・賞与

諸 手 当

福利厚生  

総合職、一般職（総合職は県外勤務の可能性あり、試用期間6カ月）

東京、大分、高松及び徳島県内10事業所（一般職は県内事業所のみ）

8:00～17:30（昼休憩1時間）、土曜当番時は8:15～12:00

土曜（当番制）、日曜・祝日、夏季休暇、年末年始休暇 他
（年間休日120日） 

昇給年1回（5月）、賞与年2回（7月・12月）

通勤手当、時間外手当、扶養手当 他

各種社会保険、退職金制度、財形貯蓄制度、社員持株制度、GLTD保険
制度、脳ドッグ 他

TEL.088-665-6500

採
用

新
卒
&
中
途仲須 大晟さん

東亞合成事業部／入社3年目

花住 咲愛さん

同期

増井 七美さん

先輩

仲須 大晟さん

後輩

先輩

天満さん

Shacho
粟飯原 啓知郎さん

代表取締役社長

社長

粟飯原 啓知郎さん

東亞合成事業部

本社事務部

先輩

花住 咲愛さん

フレンドリーな社長

見習うべき
先輩

（社長のゴルフレッスンに参加）

頼りになる先輩

00 00


